
顎関節症治療科 
臨床研修専門診療部門 



顎関節症治療科コース 
研修の特色 

 顎関節症をはじめとする顎口腔機能系の障害に対して、最新の知見に基づいて行われ
る診断、治療を習得することができます。ストレスの多い社会となった現在、地域社会の
要請に応えられる歯科医師として活躍するための大きな基礎を固めることができます。 
 

 保険請求およびカルテの書き方、コロナ禍が収束していれば、おいしいお酒の飲み方も
教えます。 

正常機能運動 
(Orthofunction) 
咀嚼、嚥下、発音、 
顎運動、感覚（触覚） 

機能障害 
(Dysfunction) 

歯の欠損に伴う障害、 
顎関節症、口腔顔面痛 

非機能運動 
(Parafunction) 

睡眠時／覚醒時ブラキシズム 

機能回復 

補綴治療 
顎関節症、口腔顔面痛に対する治療 

補綴治療35年の経験を教授が伝授します 



顎関節症治療科コース 
診療実績・対象疾患 

初診患者の診断名 症例数 

顎関節症 714 

 咀嚼筋痛障害 621 

 顎関節痛障害 264 

 復位性顎関節円板障害 253 

 非復位性顎関節円板障害 60 

 変形性顎関節症 4 

睡眠時無呼吸症 14 

歯ぎしり 5 

咬合違和感症 5 

咀嚼筋腱・腱膜過形成症 5 

非歯原性歯痛 5 

顎関節脱臼 2 

舌痛症 2 

神経障害性疼痛 2 

 2021年度 
            年間 1日平均 
   初診患者   786名  2.7名 
   再診患者  6,034名  20.7名 
   合計     6,820名  23.4名 
 

 顎関節症を中心に、口腔顔面痛や顎関節疾患
を対象としています。 

 

 睡眠歯科センターとスポーツ歯科外来も兼ねて
いますので、OSAS用口腔内装置やスポーツマウ
スガードの作製も行います。 

 
 その他、補綴治療全般も学ぶことができます。 

 顎関節症治療科外来HP 
   https://www.showa-u.ac.jp/SUHD/department/list/tmd/ 



                                                              アプライアンス療法 

顎関節症治療科コース 
顎関節症 

 顎関節症は歯科三大疾患の１つで、顎関節や咀嚼筋の疼痛、関節（雑）音、開口障害ない
し顎運動障害を主要症候とする障害。 
 

 病態分類 
   ・咀嚼筋痛障害（咀嚼筋の痛み） 
   ・顎関節痛障害（顎関節の痛み） 
   ・顎関節円板障害 
     復位性顎関節円板障害（クリック音を伴うことが多い） 
     非復位性顎関節円板障害（前方転位の場合はクローズドロック） 
   ・変形性顎関節症（クレピタス音を伴うことがある） 
 
 開業歯科医院に勤務した時に身に着けておきたい基本治療のスキル 
  だけでなく、専門治療も経験することができます。 

初診患者の基本治療 症例数 

習癖是正認知行動療法 713 

理学療法 717 

薬物療法 62 

アプライアンス療法 110 

初診患者の専門治療 症例数 

徒手的整復 20 

トリガーポイント注射 4 

理学療法 



顎関節症治療科コース 
口腔顔面痛 

 非歯原性歯痛、三叉神経痛、外傷性神経障害、舌痛症など。 
 

 非歯原性歯痛 
   客観的な診査所見では歯および歯周組織に異常を認めないが歯痛を発現する病態。 
    ・筋・筋膜性歯痛 
    ・神経障害性歯痛 
    ・神経血管性歯痛 
    ・上顎洞性歯痛 
    ・心臓性歯痛 
    ・精神疾患、心理社会的要因による歯痛 
    ・特発性歯痛 
 
   歯原性歯痛と非歯原性歯痛を鑑別するためには、まず歯および歯周組織の状態を把握 
   するための基本的な検査の手技を身に付ける必要があります。 
   様々な検査所見から診断を導く方法を学ぶことができます。 

セメスワインスタインモノフィラメント（SWテスター） 
酒井医療株式会社 ホームページより 



顎関節症治療科コース 
睡眠歯科センター 

 2021年4月に新たに開設された専門外来。

 対象疾患
・（閉塞性）睡眠時無呼吸症候群（OSAS）
・睡眠時ブラキシズム（歯ぎしり）

 診療体制
下記の診療科が担当しています。 

 睡眠歯科センターHP
https://www.showa-u.ac.jp/SUHD/patient/outpatient/special/sleep.html 

担当診療科 

睡眠時無呼吸症候群の検査・診断 昭和大学歯科病院内科クリニック 

OSAS用口腔内装置の作製 口腔機能リハビリテーション科、補綴歯科、顎関節症治療科 

歯ぎしりの検査・治療 補綴歯科、顎関節症治療科 

OSAS用口腔内装置 
歯ぎしり検査用ウェアラブル筋電計 

株式会社ジーシー ホームページより 



顎関節症治療科コース 
スポーツ歯科外来 

 アスリートやスポーツ愛好家を対象にスポーツマウスガードの製作を行います。 
 
 マウスガード装着義務化競技 
   ・アメリカンフットボール 
   ・ラグビー 
   ・アイスホッケー 
   ・ボクシング 
   ・キックボクシング 
   ・空手道 
   ・ラクロス（女子） 
   ・インラインホッケー 
 
 当科が主催するスポーツマウスガード講習会に参加することができます（年1回開催）。 
 
 スポーツ歯科外来HP 
   https://www.showa-u.ac.jp/SUHD/patient/outpatient/special/sports.html 

スポーツマウスガード 



顎関節症治療科コース 
スタッフ 

歯科医師名 役職 出身校 卒業年 資格 

常
勤 

菅沼 岳史 
教授 

（診療科長） 
昭和大学 昭和60年 

日本顎関節学会 専門医・指導医 
日本補綴歯科学会 専門医・指導医 

佐藤多美代 
助教 

（診療科長補佐） 
北海道大学 平成22年 

口腔顔面痛学会 認定医 
マウスガードテクニカルインストラクター 

犬井 知美 助教（歯科） 昭和大学 令和2年 

宮本 佑香 助教（歯科） 鹿児島大学 令和2年 

非
常
勤 

渡邊 友希 兼任講師 昭和大学 平成8年 

日本顎関節学会 専門医 
日本口腔顔面痛学会 専門医 
日本慢性疼痛学会 専門歯科医 
ドライマウス研究会 認定医 

内藤貴美子 兼任講師 昭和大学 平成10年 


